
テレワークマネージャー派遣事業
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目標達成状況 

 推進担当者間の意識合わせや、各々のテレワークについての情報を整理・共有することで、テレワーク全
般についての理解やテレワーク導入で得られる効果の認識という、当初の目標を達成できた。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 2016 年から労使間で働き方研究会に取り組んでおり、その場でテレワークの検討も含め、2017 年度 

から検討を開始していく。2017 年（1~12 月）上期中に、2 月から役員に対してテレワークトライアルを

周知し、下期からは一部の一般社員にも実施していく予定である。今後、テレワークの取り組み開始にあた

り、推進役である総務人事部内にテレワークの知識を浸透させていきたい。 

【課題】 

 推進方法の枠組みとして、「目的・目標設定」→「トライアル対象設計」→「トライアル運用設計」→ 

「トライアル検証設計」をどのように整備していくか。 

 システム部門をどのように巻き込んでいくか。 

導入支援を受けた感想 

 【総合的な感想】 
 これまで仕組みやルール面ばかりに捉われていたが、講習を受けることで働き方改革において「テレワーク

をツールとしてどのように活用していくか」へ視点が移行した。この点を今後は詳しく知りたい。 

 テレワーク導入の手順について、施行後のヒアリング結果と課題検証を行えば本格施行ができると考えて

いたが、導入前に「目的・目標設定」→「トライアル対象設計」→「トライアル運用設計」→ 

「トライアル検証設計」と段階的に整備して行くことが必要であることが理解できた。 

【その他意見】 

 もっと簡単に考えていたが、いざやってみるとなるとハードルが高そうである（管理職）。 

 テレワークにはいい面と悪い面の両方あることがわかった。 

 テレワークだけでは生産性は向上しないことに気づかされた。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 テレワーク、在宅勤務の適用範囲拡大や導入促進に対する方向性の確認、拡大運用に向けたトライアル
の開始と評価の実施、課題の洗い出しを行うという目標設定に対して、揃えるべき判断材料を確認すること

ができた。 

また既に展開しているモバイルワークにおいて、社員にとって従来よりも利用しやすい機能を追加することが

できた。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 テレワークなどを推進するための判断材料として、テレワークの実現が会社業績へ貢献することを裏付ける
定量的な根拠・手法が必要となるため、今後も引き続き具体的な検討を行う。 

導入支援を受けた感想 

 今回のテレワーク派遣事業では、課題を改めて整理することができた。 

各企業におけるテレワークの導入、拡大への課題は共通する部分が多いと思われるので、今般当社で 

整理してきた、例えばテレワーク実現による会社業績への貢献度の定量化・可視化の事例やテレワーク 

推進における問題の真因分析などに関する情報について、引き続き情報提供をしていただきたい。 

また、行政の取り組みとして、テレワーク推進状況に関する個別企業へのインタビューなどの実施は、自社の

テレワーク導入推進状況を改めて認識できる機会をサポートするものであることから、個別企業の枠を超え、

テレワークに関する専門家派遣事業が今後も継続されることを願っている。 

 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 テレワークの必要性、取り組み事例から当社の取り組みとのギャップがあることを人事総務全体に認識して
もらうことができた。 

また、勉強会では人事総務本部長から部門メンバー全体に質問を問いかけ、トップも優先課題として認識

を持っていることを部門全体に示すことができた。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 都庁付近に本社があるため、東京五輪に対する都の取り組みや対応（出社制限や協力要請等）も 

モニタリングしつつ、今後の対応を考えることの重要性を痛感した。 

勉強会形式の第 2回は、人事総務全体にテレワークの必要性や現状とのギャップに気付いてもらえるよい

機会となったと考えている。勉強会後、参加者からは、そもそもテレワークの言葉の理解が間違っていた、 

労務管理の難しさを感じた、テレワークが進むことによってどのように人事総務という管理部門の仕事が変わっ

ていくのかが気になる等のコメントがあった。 

今後は導入に向けたプロジェクトの立ち上げ、進め方を検討していく。社内展開に向けた具体的なプロセス

について支援を受けたい。 

導入支援を受けた感想 

 客観的な視点からのアドバイスにより、テレワークが、今、「会社として取るべきアクション」なのだということを
人事総務部門全体にアピールできた。テレワークマネージャーの実体験に基づく説明が部門メンバーには驚

きや刺激にもなっていた。 

この後、どのように社内で展開しテレワークを推進していくのか、検討する内容や課題が多くなると感じている

が、中長期戦略の柱となるよう、根気強く検討を行っていきたい。 

今回の「総務省テレワークマネージャー派遣事業」は気づきを得られる良いきっかけになった。担当者自身

も日頃から他社のファシリティマネージャーや総務と交流があるが、この制度を知らない人が多かった。関連 

組織と協業することで、派遣事業の認知度がさらに上がると期待している。 
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目標達成状況 

 当社の事業内容や形態をご理解いただいた上でのアドバイスをいただくことができ、テレワークが課題を解決
する有効な手段の一つであることが理解できた。導入することで当社の抱える課題の解決や働き方改革の

一助になると思った。 

 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 今後は、さらなる情報収集をしつつ、導入に向けた計画書の策定や社内体制作りを進める予定である。 

とくに、ダイバーシティ経営、長時間労働の削減、人材の確保・育成、育児・介護や障害等の制約のある 

社員への継続就労の支援について、今後も引き続き検討したい。 

導入支援を受けた感想 

 テレワークを導入していく上での課題や手順について、資料や実際の事例を交えつつ、具体的にアドバイス
や提案をいただき、非常に参考になった。テレワークは、企業が抱える様々な課題を解決する有効な手段の

ひとつとなりうることが再認識できた。 

今後も継続的に助言をいただきたいため、機会があればこのような支援を活用したい。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 実施ルールの作成については、内容をおおよそ固めることができた。 

また、在宅勤務についてのみならず、ワークスタイル変革、ダイバーシティ推進といった大局からアドバイスをい

ただいたため、全体としての推進イメージを膨らませることができた。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 「生産性向上」「働きがい（社員満足度）向上」といった目的に対し、いかに効果的に在宅勤務を推進し
効果測定を行うかについて引き続き検討していく。 

導入支援を受けた感想 

 今回の支援事業の内容には大変満足している。 

同業他社における導入事例について、失敗事例を含め詳細までお話しいただけたため、イメージが深まっ

た。 

また、実際に推進する際の工夫や実施ルールについても、自社で導入されている現物をみせていただき理

解が深まった。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 テレワークマネージャー派遣事業により、テレワークを中心とした働き方改革の推進活動が急速に動き出
し、目標の 1/3 を達成した。育児や介護、病気等だけではない理由で、技術系部署などの現場からテレワ

ーク利用の申し出が自発的にあった。 

現段階において ICT 環境は完璧ではないものの、全社の管理職層に対して意識改革に向け与えたイン

パクトは大きいと実感している。 

現在の課題と 

テレワーク導入支援終了後の計画 

 

派遣支援時の様子 

育児・介護者に対する労務管理や社内ルールの整

備、及び ICT 環境の整備が課題となる。 

費用や効果を理由に消極的であった社内システム

のテスト運用が、トップダウンの指示により本年度内に

開始することとなった。 

また、2018 年をテレワーク本格稼働ゼロ年とするべ

く、2017 年は準備やトライアルを全方位的に実行

する予定である。 

 

 

導入支援を受けた感想 

 【総合的な意見】 2016 年度から経営戦略として働き方改革をスタートさせたが、2017 年度から、より

現実的なテレワーク実践へと向かう機運となったことが、本事業における一番の成果といえる。 

【懸念点】 主に制作現場の管理層からの発言 

 テレワーク導入自体は賛成である。しかしながら、長時間労働をしている社員の「時間外労働」分を 

アウトソーシングすることは、人件費等の高騰により非常に難しい。 

 テレワークは「放送するためのツール」としては使えるが、非常時の報道現場では根本的な働き方の 

変化は期待できない部分もある。 

【期待する点】 出席者の過半数の発言 

 在宅勤務やモバイルワークの実現は、ワークスタイル変革や創造的発想を発展させるために必要で 

ある。 

 業務効率向上のためにテレワークを「今すぐ」積極的に推進するべきである。 
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目標達成状況 

 2 月 1 日より目標の「第 1段階：営業部員に対するモバイルワークの導入」を実施した。 

2 月 13 日より「第 2 段階：育児や介護によりフルタイムで働けない社員に対するテレワークの導入」を 

テスト的に実施した。「第 3 段階：一般社員に対するテレワークの導入」についても、4 月 1日からの実施

に向けて、効果測定のアンケートフォーム、全社展開に向けての教育資料の作成などの事前作業を一通り

完了することができた。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 以下の 3点について内規を定める等の対処を検討中である。 

1. 客先常駐者等、テレワークがしたくてもできない社員からの不公平感を払拭するための対応策 

2. 自己管理が十分にできないと思われる社員からテレワークの申請が出された際に論理的に却下できる

 ような「テレワーク適格者要件」の整備 

3. テレワーク就業中に「怠慢なく就業していること」を証明するための方策 

その他、本格的に導入をおこなった後に出てくると思われるさまざまな課題について、解決に向けたアドバイ

スを今後もいただきたい。 

導入支援を受けた感想 

 テレワークマネージャーの豊富な経験談や他社の成功事例、失敗事例を基にした詳細な話を聞くことができ
たため、当社において最も有効と思われるテレワーク制度を早期に確立できたと考えている。 

第 1 段階の目標であったモバイルワーク導入を試験的に開始する段階で、すでに第 3段階まで計画に 

着手することができ、思いがけないスピード感で進めることができた。 

また、制度面だけではなく、セキュリティ対策や通信手段、コミュニケーションツール等の技術面においても 

豊富な知識を基にした的確なアドバイスをいただき、大変参考になった。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 テレワーク全体全般（在宅勤務）に関する課題、具体策、進め方について理解を深めることができた。 

いただいたアドバイスの中で、特に制度に関する点、経営会議への付議、労働組合との対応は特に今後注

意していきたい。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 在宅勤務制度導入ガイド（制度の概要、事前登録～申請・承認～実施、情報セキュリティ、利用環
境、服務の扱い）を作成する予定である。ネットワーク等の環境構築ができ次第トライアルに入るが、以下

の課題について各部門と意見交換しながら進めていきたいと考えている。 

 推進体制の確立 

 テレワークに合わせた労務管理制度の確認・見直し（就業規則・労働時間・人事評価等） 

 「社内制度・ルール」の整備 

 経営層、労働組合への説明 

 従業員にテレワーク説明等 

導入支援を受けた感想 

 一方通行の勉強会ではなく、こちらの思いをよく聞いて下さり、こちらの一番知りたいところを丁寧に説明い
ただいた。今後の方向性の確認ができ、非常に感謝している。 

2017 年度、トライアルから本格導入を目指しており、制度面等（在宅勤務制度導入ガイドの作成等）

で必要な内容を整理することができた。 

トライアル導入後には、専門的な課題が出てくることが予想されるが、社会保険労務士、法務の専門家 

などに相談できるのであれば、支援いただくことを検討したい。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 運用が煩雑になっていた業務に関して、テレワークの視点で解決策を検討・整理することができた。 

また、社外に勤務する社員への研修や委員会等の業務に関して、現行の業務フローを見直し、煩雑にな

っているプロセスを明らかにし、改善策を策定することができた。 

システムを新たに導入するのではなく、現行ツールを使用して運用を変更する事で対応が可能であるという

結論に至った。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 テレワークが必要になる社員の増加や、その業務の範囲が広くなっていくことが予想される。そのため、今後
は仮想デスクトップなど新たにシステムを導入することも検討しており、導入の際にその ICT ツールの選定や

社内でのルール制定等に関する支援を希望する。 

導入支援を受けた感想 

 情報資産利用者のアクセスレベルを洗い出し、現行業務の整理や課題の可視化とその解決策を 

マネージャーと共に検討することができたことで、検討が速やかに進んだ。課題解決に向けてのスケジュールを

決めていただき、第三者かつ専門的な視点での助言があったからだと感じている。 

テレワークの ICT 環境についてはリサーチが難しいため、マネージャーに調査いただけたことも大きな助けとな

った。 

今後のシステム導入に向けた推進方法についてもアドバイスが得られたので、引き続きテレワーク導入を 

推進していきたい。このような機会をいただき非常に感謝している。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 目標であった試験運用に関しては、規程を変更せずにテレワークが可能であり、2017 年度からの 

トライアル開始に向け、引き続き準備を進めることとした。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

  社内のパソコンがデスクトップのため、まずは貸出用のノートパソコンの準備が必要である。 

 セキュリティ対策や導入スケジュール、持帰り資料の管理ルールの策定が今後の課題である。 

 モデル部署の選定や管理職からのトライアル開始については、今後実践していきたい。 

 トライアルを進めていく中で、必要なルール作りと就業規則等への落とし込み、ICT 環境・セキュリティ環

境の構築、試験運用後の評価と改善方法についてなど、問題点や改善点が出てくることが考えられる。

その際、相談やサポート体制があれば、スムーズな本格導入が可能になる。 

導入支援を受けた感想 

 テレワーク導入に関する懸念事項について、社内からの各質問に、対応方法等について丁寧な説明と的
確な回答があり、理解が深まったことで、当社でも是非取り入れたいという考えに至った。 

貸出し用ノートパソコンなど ICT 環境の整備の面で課題はあるが、アドバイスいただいた「モデル部署を作

る」、「中間管理職から実施する」という方法で、中間管理職に推進役になってもらい、経営層の理解も得

られるようにしていきたい。 

今回のテレワーク派遣事業は、導入に向けての初期段階における支援が中心だったが、今後、導入プロ

セスを決定し、試験運用を開始した後、新たな問題が発生したときに、フォローアップしてもらえる制度等が

あれば、ありがたいと思う。 

本事業によってテレワーク本格導入に向けて一歩を踏み出すきっかけになったのではないかと思う。 

今後、本格導入することができれば、社員の定着やワーク・ライフ・バランスの実現に寄与し、BCP 対策とし

ても有用な制度となると期待している。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 テレワーク推進体制構築、および本格トライアル計画の策定を目標としていた。 

 テレワーク推進体制：構築初期段階の推進担当者がはじめて集まりテレワークについて話しあうことが

できたことに意義があった。また、2017 年度上期の目標見通しを立てることができた。 

 トライアル計画策定：テレワーク推進体制構築が前提となるため、2017 年度下期の予定となった。実

証実験を行い、安定したテレワーク環境を構築することを当初の目標とする事をチームで共有した。 

 目標達成状況：現在テレワーク推進体制立ち上げの前段階の状況であることを認識した。そのための

準備期間が必要であるという認識で着地した。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 課題は、以下の 4点である。（2017 年度上期で実行する計画） 

① 本格トライアルで誰でもどこでも実行できる安定したテレワーク ICT 環境の構築 

② 各部署ですぐ実行できるテレワークのガイドライン・マニュアル・研修・ICT 環境のパッケージの構築 

③ テレワークの体験会や発信を行い、「自分でもできる身近な働き方である」と感じてもらう機会を作る 

④ 上記３点後、テレワーク推進計画を経営層へ提案 

導入支援を受けた感想 

 大変丁寧に我々の話をじっくり聴いてもらった上で、必要明確なアドバイスを受けることができたと感じてい
る。 

特に ICT、コミュニケーションについての課題点が明確になった。 

また東急ハンズのダイバーシティ推進の施策とテレワーク推進の関係についても、社外の視点からの率直な

意見を聴ける良い機会となった。 

派遣 2回目は参加者が４人増員となった。今回のテレワークマネージャー派遣事業をきっかけに初めて 

推進チームを集合する事ができたためであるが、メンバー内の情報や意識の共有・議論が実現した事、非常

に感謝している。 

さらに従来のテレワークという概念を超えた、ICT を利用した新しい東急ハンズの姿の提案を受け、 

メンバーで議論できた事も大変重要な機会であった。 

全ての面で後押ししてもらえたと感じている。 
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目標達成状況 

 ① テレワーク導入可否の確認 

② 要対応事項のリストアップおよび対応 

③ 試験導入を経た本格導入に向けたロードマップ作成（今年度はスケジュール決定のみ）の３点を 

目指した。 

①は可能であることが確認できた。②・③は、作成までに至らず、要対応事項について助言を得る程度とな

ったが、今後すべきことが明確化された。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 
 トライアルに向けた課題抽出 

 トライアルの対象部署選定、関係部署の理解 

 従業員への啓発活動 

まずはトライアルを行うべく、そのスムーズな実施のための準備に関する助言を得たい。 

その後、効果測定やトライアル導入後に表面化した新たな課題の解決策について他社の事例等を交えな

がら、助言いただきたい。 

導入支援を受けた感想 

 初回面談時には、管理職として懸念事項を率直に伝え、助言を得ることで、導入の目的を明確にし、 

必要なプロセスや想定される課題を把握し、不安を解消することができた。 

当初は、制度改定後の一斉導入という発想しかなかったが、特定部署でトライアルを行うことで実績を積

み重ね、ブラッシュアップしていくという手段を提示され、導入への心理的ハードルが下がり、前向きに検討す

ることができた。また、テレワークは毎日行うものでもなく、月に数日程度のものでも可能であること、規程の 

変更を伴わずに運用を変更することでトライアルが可能なことなどを改めて認識し、固定概念を消し去ること

ができた。 

本事業への申請時期が遅かったため、トライアルには至らなかったが、今後の対応事項が明確になり、来年

度のテレワークトライアル導入を実施する見込みとなった。 
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目標達成状況 

 １回目派遣後、テレワーク導入の目的（女性が働きやすい環境づくり、離職率低下、導入スケジュール
（2017 年 1～４月：人事部 2名の先行適用）を立案し、経営トップの承認も得ている。 

 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 全社的に周知後のテレワーク業務の本格展開の進め方が課題である。 

特に役職者を対象とすることが適用の条件の１つになっていることと、各部門の責任者の率先垂範によって

抵抗なく拡大できると思われるため、管理職から適用していくことが望ましい。また、テレワーク実施者に対して

の業務の日次計画と報告・連絡・相談の仕組みづくりと、情報システム部に対するテレワーク用の情報セキュ

リティ運用マニュアルの整備依頼が今後の課題である。 

 

導入支援を受けた感想 

 今回の支援によって、テレワークへの取組み意識を改善し、テレワークトライアル実施者が増加した。 

今後のテレワーク導入の全社拡大に向けて、引き続き情報収集を行い具体的なルール整備を完成させた

いので、他企業の事例等に関する情報提供をいただきたい。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 
 テレワーク導入の課題洗い出し 

 経営層への導入のための訴求資料の作成 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 【課題】 
 当社の事業内容に沿った導入プロセスの作成 

 詳細なロードマップの立案 

【要望】 

 具体的導入までに必要なコンサルティング  

 運用に必要な詳細項目（システム面、就業規則等の運用面、人事評価等の問題点、重要印への意

識づけのプロセス等） 

 

導入支援を受けた感想 

 テレワーク導入の際の留意点や具体的な運用方法（特に ICT 環境）および評価の在り方や考え方を

支援いただき非常に満足している。 
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目標達成状況 

 本事業を利用することで、テレワークという働き方が当社事業にフィットするかを見極める為の必要情報を
得ることができた。 

また、それを基に、導入に際しての注意事項や整備の必要なシステムを整理できた。 

当社の業務特性である個人情報取扱いについては、引き続き細部を確認する必要があるが、当初目標

の「導入への道筋をつける」こと、「課題の洗い出し」はある程度達成した。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 今回の派遣事業では、まず導入したいかどうかの検討を進めることが目標であり、必要な情報は十分に得
られたと感じている。 

当社事業で不可欠な個人情報について、在宅勤務の場合における取り扱いについては、当社独自 

ルールと親会社ルールの詳細を詰める必要がある。人事業務という性質上、紙での閲覧に縛られる業務が

多い為、在宅に適した仕事の仕組みに変えられるか、部内での業務の洗い出しと見直し、組み立て、親会

社の意向確認が重要課題となる。 

今後、導入についてさらに具体的に検討し、場合によっては、導入を実施していくにあたり、必要なシステム

の整備、在宅勤務をはじめとする制度の運用とルール作り等について、更に詳細なアドバイスが得られればと

考えている。システム関係について今後も支援を受ける予定である。 

導入支援を受けた感想 

 テレワークの導入状況やメリットを知ることで、具体的なイメージを持ちやすくなった。テレワーク導入に関す
る課題を洗い出し、今後更に検討すべき事項を把握することができ、検討を進めるうえで役立った。 

また、説明資料「ワークスタイル変革とテレワーク」中の導入ステップは、具体的に施策を考える中での 

助けになった。 

当社内に専任のいない IT についてはコンサルタントを紹介してもらったことは、今後システム関係の整備

において非常に心強かった。 
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目標達成状況 

 
社内のテレワークの導入に関してはインフラが整備されている事が認識できたため、社内の稟議を通していく

段階に入る。 

「テレワーク×派遣」「テレワーク×コールセンター」という新しいビジネスの可能性と事業立ち上げの検討を

2017 年度に実施する。 

 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 
在宅勤務制度を立ち上げるに際しての、社内経営層の理解を得ることが課題である。 

今後は、テレワークと女性活躍推進という点で多くの好事例を参考にしていきたい。 

導入支援を受けた感想 

 テレワークという働き方に関して、豊富な資料を紹介いただくとともに、丁寧な説明を受け身近に感じること
ができた。同社の場合は、インフラはほぼ整備されているため、「制度」の構築が重要であることがわかった。 

また、「テレワーク×派遣」や「テレワーク×コールセンター」というビジネスの可能性に関してもヒントをもらうことが

でき、大変有意義であった。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 在宅勤務のテストをしつつあるところだったため、テレワークマネージャーから全体感、他社事例などを聞き、
参考にさせていただくのが目的であった。その目的は達成できた。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 当社の事業の中心が電話を使った相談サービスのため、テレワークはフィットすると思えた。しかし品質管理
の向上に努めてきたため、会社の外部に情報が（パソコン上には残らないシステムにするとしても）あるとい

う状態が依然として気がかりである。 

また委託元からテレワークで業務を実施することへの評価を得られるかという課題もある。例えば、地方に 

拠点を数カ所持つことの方が、評価が高いこともある。 

 

導入支援を受けた感想 

 相談事業を含め、コールセンターでの在宅事例・各社の課題をたくさん共有していただき、非常に役立っ
た。在宅コールセンターに関して実際に調査をした結果をまとめた報告書は大変興味深かった。 

海外ではテレワーカーはレベルの高い人という評価があり、また変化するライフステージにあわせて働けること

をアピールできれば、優秀で多様な人材の確保につながる可能性があると思われる。 

テレワークの導入目的は「コスト削減」だけでなく、それ以外の価値を目的とすることが多くなっているとの 

指摘については、当社にとってのテレワーク導入の価値を検討する必要があると感じた。 

知れば知るほどセキュリティ対策の重要性を実感する。会社の情報を守るためにも、万全の対策をしたうえ

で実施に踏み切りたいと感じた。 

提供された参考資料も活用し、今後の検討に役立てていきたい。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 当初の目的は達成し、予定以上の進捗があり、テレワーク利用者に対するヒアリングまで実施することがで
きた。テレワークマネージャーが会議に参加することで、事業推進のスピードアップがはかれ、知識も増えたこと

でテレワーク導入の際の選択肢も広がった。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 今後は、特にシステム関係などまだ着手できていない課題について整理を行いたい。 

 

導入支援を受けた感想 

 当社の悩みを的確に捉え、整理していただいた。事業推進にあたっての課題に対しても具体的解決方法
を伝授いただき前進ができた。 

テレワーク導入にあたり、評判の良かった点の発信を社内報やWeb メール記事等で積極的に取り上げ、

その一方で、テレワーク導入により不都合が生じた場合には厳しめにルールを変えるなどの対応も必要という

ことが分かった。 

また、マネージャーの説明方法が簡潔明快で分かりやすく情報量が豊富なため、毎回 1時間のミーティング

で多くの情報を吸収することができた。会社で対象者の選定や運営方法に関して悩んでいたときのアドバイス

は、事業スタート時から会社全体でテレワークを実施する必要は必ずしもなく、導入が順調に進む範囲から

試行的にテレワーク導入を進めればいいとのアドバイスがあった。 

テレワーク導入に対する難易度がさがり、運用拡大に向け着実に事業が進められる予定である。 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 今回の支援を通じて、当所の業務をリストアップし、テレワークへの適性をテレワークマネージャーに判断して
いただいたことで、初期の目的である「当所の現状の把握」は達成することができた。 

 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 業務内容に関する現状の再確認はできたが、その中で IT 等を利用して具体的にどのように仕事の 

効率化が図れるかについては、まだその道筋を十分に検討できていない。今後もこうした課題について、解決

策をアドバイスしていただきたい。 

 

導入支援を受けた感想 

 テレワークマネージャーの実体験をもとに具体的な話を聞かせていただき、大変わかりやすかった。 

団体の特性上、当所がテレワークを導入すれば加盟団体にも波及効果が期待できるとアドバイスをいただ

いた。 

全体的に非常に的を射た内容であり、参考になった。支援には大変満足している。 

今後、テレワークの導入によって職員全体のワーク・ライフ・バランスを向上させ、健全で効率的な働き方が

できるようにすることで組織を活性化させ、地元商工業者の発展や地域振興により貢献していくことを目指 

している。今後もテレワークに係る更なる情報収集、計画や体制作りに取り組んでいきたい。 
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目標達成状況 

 職員の業務内容から、テレワーク導入に際して適用可能な業務の洗い出しを丁寧に検討した。 

地方創生総合戦略の一環としてテレワークに関する取り組みをスタートしているものの、テレワーク事業にお

ける町としてのコンセプトの設定や、人の流れをつくる仕組みづくりについて具体性がなかったが、今回のテレワ

ークマネージャーの派遣により、今後の方向性を定めることができた。 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 当庁におけるテレワーク導入での円滑な運用を検討したい。 

 テレワークを推進するための取組内容について。 

 

テレワーク活用の、地方創生にかかる部分についても、今後は下記の内容などで支援を受けたい。 

 都市部からの人の流れをつくる地方における魅力あるテレワーク事業について。 

 テレワークに関心のある企業との連携方法について。 

 生徒数の減少に悩む地方小規模高校のテレワーク活用による学力向上と魅力化について。 

導入支援を受けた感想 

 テレワークによる働き方の推進と実践の有識者であるマネージャーから国内のテレワークの現状をはじめ、
自社におけるテレワークの活用事例や将来を見据えた各種情報等について、直接お話を聞く機会を持つこ

とができた。厚真町の今後のテレワーク事業の推進においてとても有意義であり参考となった。 

 

派遣支援時の様子 
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目標達成状況 

 テレワーク導入に必要なプロセスについて理解し、それを実践することで業務内容の把握ができ、テレワーク
導入を検討する機会となった。 

 

 

現在の課題とテレワーク導入支援終了後の計画 

 
 システムやツール、セキュリティなど設備に関する内容は、引き続き検討が必要である。 

導入支援を受けた感想 

 業務内容の洗い出しから観光課と村役場の行き来に使う公用車の利用状況まで詳細に確認した 

ことで、内部にいると分からない部分について、客観的に分析することができた。 

今回の業務効率化（働き方改革にもつながる）プロセスの再確認は今後にも役立つので、支援には大

変満足している。 

派遣支援時の様子 

  

   
































































